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植物研究 II 誌 第 I 卷第<號 大正六年九— 


〇繪晝卜植物 SS 

牧野富太郞 

® sod : o 0 olls o 高島北海)艦！！一、ノ高島氏デアグ畫中ノ植物ハー々指點シテ其名稱ヲ言フコ-' I 'ガ出來ル又其形狀 
モ殆ド誤リナク現レテ居ダガ然シ中一|二| ノ非難ヲ免ンナイモノガア 〆 即チ其中/かるかや一名めがるかや/ 
穗へハ iS ガ必要デナイカト思フ此植物-ーハ濕氣 - I 感ジテ回轉スル大形/芒ガア，ソレガ花穗ノ先へ出テ居 〆 モ 
ノデアグ中央ノふじあざみ-一蕾ノアル花梗ガ葉-一對シテ出テ居グモノガア 〆 ガアレ/其反對/葉腋ノ方へ着ヶ 
換へネパナラヌデアラウ又す、き-一似タモノ、力描イテアダガアレハす、き其物力或ハ富士ノ裾野一一多キか6や 
す名どき C す、き屬ノー 種)力 其 兩者ノ 孰 レ-ーシーブモ其形狀ガ 要領 ヲ得テ居ナイ即チす、 さトス レバ花穗密二 
過ギテ穗枝^ク繁ク且花穗ノ中軸ガ長過ギ，シかぅやすもどきトスレバ花穂/枝 ガ三 五條位デナヶレバ ナラ ヌ 
マサカ吾人ノ知ラザル新種デモア，マイト思フガ高島氏、ノ何ノ積リデ描イタラウ然シ此晝ノ通リノ形狀デアレ 
、パ 未 ダ 天下二 知ラ V ザル珍新種 夕，コト 疑 ヒナ イカラ此-!謹ミテ Miscanthus Takashimae ノ新學名ヲ獻上シ テ 
其 名#ヲ表彰スダコト、スル呵々 

❿&&物§^倉石松畝)^ 4 葉把ノ幹-ーョリカ、リタ 〆 薯蕷即チやまの V 'もガアッテ黃葉シテ居グガ其莖ガー 
箇處モ他物一一纒絡シテ居ナイノ U 貫況デハナイ此やまのいもガアノ樣ナ高處マデ登 〆 一一、ノ是非トモ他物一一卷付 
イタ生長ス V 必要ガアル又其葉形/拙ク其葉ガ莖 > i 互生シテ居，ノハ誤リデア，コレハ對生ニセネバナラス同 
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■繪畫ド■植物 _________ _ ___ 

屬中ノと乙ろノ葉パ互生チレドモやまのいもノバ：對生デアグ葉腋-一^來火零餘子ぐ：一葉腋ーニツグヽシカ着力 
ナイガ J フ三顆程.モー處 _' 一 集リ着イテ居 〆 ノハ宜シクナイ又や t のいもノ零餘子. ->>• 中'一ーハ圓イモノ .乇交 V 居 V'F 
. モ少令長ミノアグ..モ'ノガ多 イカ ラ皆ヲ圓クセヌ樣一一描 キタイ モノ.ダえびづる(葡萄の屬)ノ果穗ガ葉 M カラ 出 
.テ居，ノ乇謬リデコ V -* 1 *必ズ葉 - =• 對シテ出ネバナラス 

❼ 池畔(山田敬中)きさ、 げ ノ木ノ葉 A 對生デアグガ此畫ニハ互生ニナッテ居，コンナ大キナ形ノ VP ノデアル 
方ラ互生對生位ノコト.メ直一一分リサウナモノデアグガ晝ノ先生達ハヨク此點ヲ間違へテ居ル 
•深山ノ秋 (廣瀨 東 畝)廣瀨氏、 V 私卜同 鄕デ アグガ從來 同 君ノ畫テ 見ぐ—其 實物一何時モ能夕 .寫 生シテアル此 
深山の秋乇能ク出來テ居ルト思.フガタ ダ 地錦ノ硏究ガ十分足ジナイ樣-一感.ズ： 〆 〇たノ莖ニハ卷鬚(短クシテ分 
枝シ枝 ノ端一一圓形ノ 吸盤、 ガア，〇穴ハ此 吸盤 ヲ他物へ附着セシメテ思フ樣，一何處へデモ 攀デ登， モノデア, ) 
ガナケ X 《ナラヌガ此書- f ハソレガナイ 

•田澤湖傳說(平福百德)さが- CN いちご 即チ もみ ぢ いちごノ 花ノ暌 ク時分トシ テ ハ4 勘 ノ葉 ガ餘 9 舒ビ 過ギテ 
メ居ナイカコレハ今吵シ嫩クシ>プハドウダカト思フ之ヲ薇ノ葉ノ卷ク樣一一拳曲式.11卷イタグ嫩キ羊傲トシ タラ 
パ此いちごノ花卜相應シイト思フ此晝ノ羊齒ハ其葉色ノ生鮮ナ所ヲ見ルト決シ，ブ去年ヨリ冬ヲ凌ギ來ッタ常綠 
ノ羊齒デハナク全ク今年ニナッタ 萠出舒 長シタモノタ， n トガ明カデアグ殊一一北地ハ寒イノデ尙夏此形ヲシタ 
常綠ノ羊齒ガ鮮ナイト思フ 

#泉殿(長獺翠塘)名みぢノ葉脈ガ日本®'ノ御タブンー i 漏レズ葉ノ底部ヨリ出デズニ少シク中央へ寄ッタ點ヨ 
リ發出シーア居 〆 ガ實際ハソンナ出方ハンテ居ナイデ葉ノ底ノー 點カラ發出シテ居ぐ日本晝デハ大抵此點ヲ誤ッ 
テ居 A ノデコレガ'普通ノ描法ノ樣. >ーナッテ居，カラ誰 V モ其邊一一'氣ガ附力_ヌト見エル 

• 曇ぅ日(近藤乾年〕葡萄ノ果穗ガ皆葉腋カラ"出テ居ルノハ誤リデコレハ前ニモ述べシ如ク葉,一對シテ出ネバ 
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ナ.ラ ヌ卷鬚モ時一 一 腋生ノモノ' ガ描イテアルガ n レモ失張葉.-一對シ テ出ネバ ナラ ヌ畢竟果穂ノ位置.モ卷鬚ノ.位置 
.モ金ク同樣デ アル コト ヲ 心得：テ置カネ V ナラ ヌ 

• Ho ^ olk (水野淸亭)ふぢ^めノ莢-一必ズ.三個ノ種子竝一一時—二：一個ノ種子ガ：入ッテ居ル樣一一描イテ，ア A ガ然 
. シ實際ハ四五粒ノ種子ガ各莢中一一入ッ居テナヶレパナラヌ殊-一此晝-ーア 〆 . 樣-一能ク發育シーブ出來タモノ-一二其 
莢中ノ種子ハ決シテニ粒或ハ 三 粒* r 止マラナィノデア少」 

文展ノ審查員ガ嚴重-!鑑査.シテ通過サセタ名晝 (？) デモ上 一一 列記シタ樣ナ誤リガ頻 - m シテ居ルノ， >»■* 晝家ノ將來 
ハ 尙非常/ ■■ 努力-一俟タネバナ： ラヌ： コトヲ自證シーグ居 〆 卜言へ 〆 又畫家ハ今ヨリ後/繪晝觀賞家ハ皆學校デ他ノ 
諸學科卜同 ジタ 植物學モ學ンデ來夕者デアルコトヲ念頭-一置ク必要ガアル時世ヲ達觀ス.^ノ明ガナイ晝家メ遂 
ニ ハ 落伍者夕，コトヲ免カレ得ナイト思フ 

〇退 加 

❿.花畑(出內臥雲)：晝ノ下半一面-一暌ヶル黃色八重暌小菊樣ノ植物ハ何デアグ歟私ニハ分ラヌ恐ラク、ノ誰一ーモ 
分リ兼ヌル1 ア アラウ小菊トシテメ其葉-一缺刻ガナイ或ハ八重唆ノをぐるま歟ソレトモ何为西洋舶來1/植物歟晝 
者ハ今少シ注意シテ覽者-一容易一一解シ得 〆 樣-一描イテハ如何卜思フ 

#&&材上鳳湖)ほ、のきノ頂芽ノ值グ下ノ節間ガ餘リ县スギ 〆 事ハ前二旣-二一一日ヒシガ尙能ク見 〆 卜其節間 
ノ 中間 ,_. 1更-一無葉ノー節ガアル モノ ガア 〆 ガ實際-ーハソンナコトハナイ/デアル 
•綠蔭(保間素堂)は.-^ぎリノ葉、ガ小形-一失シテ居， 

譽夏0〇*〇(営田玉'沼)晝中ノ.ふきノ葉ハ其葉面ノ割合-一其葉柄ガ餘リ短：スギル此晝ノ樣_能ク發育シタふきナ 
レバ 其葉柄モモ ッ. 卜長ク伸ビテ居 ラネ V ナ-フ ヌ又葉綠ガ餘リ出入シ過ギテ居，、序—言フガ通常欵冬ヲふき卜 
1呼ンデ居 〆 ガソレハ非常ナ誤ジデ欵冬メふぎデハナイ 
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馨秋圃 c 林文塘)ふぢまめノ蔓ガ右卷ノ處 モア レバ左卷ノ處 モア 〆 ガ コレ ハ必ズ£卷ニ セネ バナラヌ晝家ハ能 
ク蔓草/卷方ヲ間違へテ居ルガ コレ ハ能ク正確- 1 シタイ モノ ダ 

❹秋の林(吉岡華堂)晝中ノ黃赤色 一！染ミシ葉ノ樹ハ多分しらかんばデアラウト思フガ若シソノ樹ナレバ其葉 
、ノモット三角形一ーナッタ居ナケレバナラヌ此畫ノ葉ハ葉底ガ餘リ狹窄シ過ギタ居，カラしらかんば/葉トハ十 
分-一見エ .ヌ. 

©花合セ(川崎小虎)おにゆ6 ( 卷丹)ノ花ノ黑點ガ中脈ノ雨側-一各一列-一並ビ居，ハ惡イコレハ不規則 一 I 散 
在 シー ブ居 ナヶレバナラヌソレ 故此畫ノ花デハ チョットお に ゆぅノ感ジガセヌ ガタダ其葉腋1一珠芽ガ畫 イー グア 〆 
カラ始メテ 其レガおにゆ-^デ アルト 首肯 力，、 二 過ギヌ 沙參ハ其形態 カラ言フトつるしゃじん一名ふくしまし 
ゃじんノ樣デア， カラ 或 ハソレトモ 許セ，ほ\ 、つき ノ葉ガー枚一枚莖, I 出ブダハ ヨクナイコン、ノ必ズニ枚ブツ 
並ンデ出ブべキデア，又 三 出葉ヲナセ，葛 ノ葉ノ 側生小葉ノ主脈ハ外方ノモノガ 强クテ 內方ノモノガ弱クナケ 
レバナラ ナイ總體此川崎氏 ノ花合 セ ノ畫ハ花 ノ期節 二無理 ガアッ テ能ク合ッテ 居ナイモノガア 〆 
❿新秋(靑田柳莊)もる乙 し (蜀黍)- 1 絡メル蔓草ハひるがほノー 種ノ Z 1 CA るがほデア，ガ其蔓ガ右卷ニナ 
テ居火、ノ惡イコレ、ン左卷ニセネ バナラヌ 

#ゆ/2かなる國土(尾竹竹坡)熟セル大麥ノ穗ノ值下ノ莖即チ稈ガ餘リ短スギ 〆 實際ハコレヨリズット長イソ 
レ故其稈ノ最上ノ葉ガトープモ果穗一ーソ達セヌガ此畫デハ往々其葉ガ果穗.ヲ越ヱテ上1一 出テ居，コンナコトハ餘 
程發育不完全ナモノデナケレバナイノデアルほほづきノ葉ハ前-ーモ述べ夕樣二一枚一枚莖二出テハ惡イ大豆ノ. 
果穂ノ中軸ガ非常二長キモノガアグガソノ樣ナコトハナイ又晝中ニアル稲々ノ百合ノ花下ノ花梗ガ餘リ急二太 
リ週ギテ綠色ノ下位子房ノ樣二見ヱ-ブ極メタ見苦ンイ粟ノ穗ガ熟* y テ居 〆 二拘ハラズ上向シテ居，ノハ面白ク 
ナイコレハ是非下垂サセーブ置クべキデアルも^乙し一名たか$び(蜀黍)ノ穗ノ描キ方ガ惡イタメ其植物ノ穗 
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トハ感ゼズ何力別ノ植物 ノ樣 二見エ 〆 又 柹ノ實 ガ去年アタリノ枝二着キ居二極メテ惡イコレハ必ズ今年ノ枝 
j 上- 一着クべキ モノデア 〆 此擊ハ畫家ノ能ク注意 シーア 置カネ、パ ナラ ヌ點デアルト思フ 

•; 190%松本一洋)右隅一ーアル桶-1投入レア 〆 植物ハ多分ふぢばかまデアルト思フガふぢばかまナレバ此畫 
ノ樣一|葉ガ羽狀裂ヲナシテ居 〆 者デハナイ即チ莖ノ下部/ • 葉、ンタ V '三裂シ花穗-1近キ葉ハ分裂シー T - 居ナイノデ 

ァ T 

鑤111£ (澤白鷗)れんげつ、じ c 羊躑躅 y 花ハ此晝-ーア，様-一十數許ノ雄蘂ハ有シナイノデタ V '五本ア 〆 ノミ 
デアル 

# i §#( 松井香瑶)左方二滿開セルしらふぢガア 〆 ガコレハ右方一面二滿開セ 〆 ふぢ即チのだふぢ卜此樣二 
同時- 一睽ク モノデハナイしらふぢノ滿開ノ時分ハー方ノふぢ/マダ蕾ノ時デア，此ニツノふぢハ植物學上デハ 
別種一一屬スル 

⑱&^°|4¥田松堂)晝中ニアルやまのいもノ葉ガ互生シテ居リ且蔓ガ右卷一ーナッテ居グノハ惡イやまのい 
もノ葉ハ對生デ蔓ハ左卷一ーナラネパナラヌみづ a きノ花ハ普通ハ赤色デア，カラ其色-ーシタ方ガズッ—トヨイる 
6とらのをノ花ガ五裂瓣五雄蘂-ーナッテ居ルガコレハ四裂瓣二雄蘂デナケレンナラヌ總テ此るぅとらのをノ屬 
ハ其花ガ皆其樣-ーナッタ居，うめばち3うノ花莖ガ莖生葉ノ前ヲ值通シテ葉ノ全體ガ莖ノ後トナリ'少シ乇莖ヲ 
抱キ居ラヌモノ/カア，ヲ見テハ畫者ノ腕ガ察セラ，、又此草ノ花中雄蘂ノ間-1ハ此草二取ッテ大事ナ五個ノ附 
飾物ガア 〆 ガソレガスべテ畫イテナイノハドウシタモノカ 

❹ h . iooMO (山下馬山〕中央ヨリ右ノ方-1アル紫色菊花ノ丈高キ草ハ何歟日本產ノ植物一一 〆 コンナ畫ノ樣ナモ 
ノハナイト思フ何力西洋ノ草花デモア 〆 カナ ー 
❹ m ' oMOc 荒木十畝)かへでノ葉ガ互生-一描イテアルガコレハ間違ヒデ對生ーースべキモノデア> ™ 
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» 繪畫卜植物— _ _ 

#淸麗 c 寺崎廣業)しらがんばノ葉ハ三角形デ畫中ノ葉ノ樣二葉底ガヒドクタ' r 込ンデハ居ナイ此畫/樣デハ 
少シモしらかんばノ葉ラシクナイ又.樹幹モアノ樣二小サキモノマデモー切樹皮ガ白クハナツ， 7 * 居ナイ下ノ羊， 
ハ多分く 3をてつヲ畫イタモノデアラウト思フガ若シツレナレバ此羊齒V一 株一一葉ガ多數車樣一一叢生シグ居， 
カラ其樣一一見 H ル樣-一描イテ其く3をて〇タル rl トヲ大一一發揮サセタイ此晝ノ樣二人工的11葉ガ交錯シテ居ル 
ノデハ少シモ面白クナイカラコレハ是非天然自然ノ狀態ヲ保夕.セタイト思フ. 

©落葉松の秋(倉石松畝)石傍並-一樹傍ノ笹ハ薑ノ生.エ出ノ樣-1シカ見 H ナイコぃハ葉ノ描キ方ガマズイカラ 
デアル落葉松ハ少シモ落葉松トハ見 H ズ-一葉ガ廣イカラ S ち. Q 一名あら、ぎ一名お/ I 乙ノ樣-一見エル殊-一葉ノ 
色ガアノ樣二黃ノンデ少シモ落葉松.ノ樣ナ翠色デナイカラ尙更其樣二感.ゼラ 〆V 然シ小サキ松1ガ着テ居ぐモ 
ノデアルカラいち £) デナイコ.トガ僅二首首 〆 、ガサ义トテ決シテ落葉松トメ想ハンヌ顧ミテ畫題ヲ見，ブ始メテ 
コレガ落葉松カト目ヲ見！^ルノデァ，然シ落葉松-ーハ今一層葉ヲ細線狀-1且枝條上二密一一且又葉色 - f 注意シテ 
晝ヶバ似.ルノデアル又松毽モアノ樣二♦ホツボツ着ケズニ時-1ハ枝上—連續サセ且ツ毬ヲ上向ケサ K レバ3イノ 
デア,落葉松ノ松毬/此晝ノ樣一一枝下-!下向キニ着クモノデぐナイ松間ニア 〆 にしき；/ ノ葉ヲ互生.11，描イーグハ 
惡イ n レ、ノ宜シク對生ニスべキデアル 

_深山の秋(廣瀨東畝)栗ノ葉へ鋸齒ヲ付クレバー層栗ノ葉夕 V 威ジ.ガ强クナルガフレガナ.イノ..ガ殘念デア .〆 
栗ノ葉トシーグノ鋸齒ノ價値ハ極メテ重大ノモノデア火 

® 月と花 ( 島崎柳場)す、き一一卷キ付キタルと乙 ろ ノ蔓ガ右卷キー I ナツ テ居，ノハ謬デア，是レハ左卷キーーヌ 
べキモノデアル 

® 童謠(失澤弦月 V ほ、づきノ寫生ハ正確デアルほ V づき.ノ葉ハ此樣一一描カネバナラヌ即チ葉ハニ枚ブヽ並ビ 
テ莖上.一一互生 V テ居ル 




































